
　沖縄では昔から、 ムーチー

の日 （旧暦の１２月８日） の前

後に急に寒くなることを「ムー

チ－ビーサ」 と呼んでいます。

“ ビーサ ” とは 「寒い・冷える」

を意味する沖縄の言葉です。

年が明けてからの数日、 暖か

い日が続いていた沖縄ですが

…、 今年もやっぱり寒くなり

ました。 観察会のテーマ “ 寒

い日の漫湖 ” にはぴったりの

一日になりましたが、 参加者

はみんなとても寒そうに野鳥

観察をしていました。 寒くな

るとここ漫湖でも、 ソリハシ

セイタカシギやツクシガモ、 ズ

グロカモメなど日頃なかなか

見られない鳥さんたちに出会

える確率が高くなりますが、

残念ながら今回は期待した鳥

さんには会うことができませ

んでした。 そんな中、センター

初の試みとして、 新春野鳥観

察会で 「ムーチーづくり」 を

行ないました。 この企画は参

加者にも大好評で、 今後セン

ターの恒例行事にしていけた

らなぁと思っています。 “ 温か

いムーチー ” と “ 寒い日の漫

湖 ” こんな沖縄ならではの野

鳥観察会に、 みなさんもぜひ

一度参加してみてはいかが？

沖縄では古くから、 旧暦の 12 月 8 日にムーチーを食べて、

その年の健康を祈願する風習があります。 特に、はじめてムー

チーの日を迎える赤ちゃんがいる家庭では “ ハチ （初） ムー

チー ” といって、 親戚・隣近所にムーチを配り歩いて回ります。

　蒸したお餅のことで「鬼餅」と書きます。 由来は、「その昔、鬼になっ

てしまった兄を退治するために、 妹が釘入りのお餅を作って食べさせ

た」 という沖縄の昔話からきています。 味はスタンダードな白モチの

他に、 黒糖や紅イモなどで味付けされたものもあります。 主に月桃

の葉で包んで蒸した “ カーサムーチー ” がメインです。 今回作った

ム－チーも、 センターの脇に生えている月桃の葉を使いました。

漫湖水鳥 ・ 湿地センター

たより
新春野鳥観察会

　　『ムーチービーサで、 ちゅ～うがなびら』

日時 ： 2010 年 1 月 23 日 （土）　12:30 ～ 15:00

講師 ： 比嘉　邦昭 さん

やっぱりムーチービーサ、とっても寒い観察会になりました。

ムーチーの日：

ムーチー（鬼餅）：
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ムーチーの日って何？



２０１０ 『湿地の日』 生きもの観察会

湿地に暮らす、生きものたちのにぎわい。

２０１０『湿地の日』パネル展　　

展示期間 ： 2010 年 2 月 2日 （火） ～ 2月 14 日 （日）

特集２

　今年の 「湿地の日」 のテー

マは“湿地への思いやり”です。

ここ漫湖にも、 おそらく何百種

類にもなるだろう生きものたち

が、湿地を舞台に暮らしていて、

その生きものすべてが繋がり合

い生きています。 そんな生きも

のたちのつながりを垣間見るこ

とで、 漫湖に対して少しだけ優

しい気持ちになってもらいたい

と思い、 鳥と泥の生きもの、 二

つの視点を組み合わせた観察

会を行ないました。 ところが…、

外はあいにくの雨。 やむなく予

定変更、 鳥は館内からの観察に

なりました。 天気の影響で思う

ように鳥に出会えない中、 食べ

物や体のつくりから、 鳥を見て

いく講師の方のお話は、 とても

興味深いものでした。 泥の生き

ものの観察はまだ小降りの雨の

中、 参加者の希望もあって思い

切ってみんなで木道に飛び出し

ました。 すると参加者たちはい

ろんなものを見つけては、 講師

の方に質問攻めです。 やっぱり

木道はいいですね。 いろんなも

のが発見できます。 カニやトン

トンミーの巣穴、 貝などが動い

た跡、 鳥の足跡やフンなど、 そ

こに暮らす生きものたちのにぎ

わいが、 今にも聞こえてきそう

でした。

　「湿地の日」 パネル展では、 沖縄県内のラムサール条約

登録湿地の紹介や、 日本全国の国立公園・ビジターセンター

のパンフレットなどを展示しました。 その他にも 「湿地って

何？」、 「湿地に住む生きもの」 と題したパネルは、 イラス

トを使って湿地の様子を分かりやすく解説しています。 来年

は展示の内容を、さらにパワーアップしようと考えています。

野鳥観察の講師 ： 山城　正邦 さん、 又吉　勇 さん （沖縄野鳥の会）、　　底生生物の講師 ： 鹿谷　法一 さん、　鹿谷　麻夕 さん　（鹿谷自然案内）

2010 年 2 月 7 日 （日）　9:30 ～ 12:00

場所 ： 漫湖水鳥 ・ 湿地センター
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先月比

個体数合計 ： 　２３６羽　

種類数 ： 　２６種

鳥の名前

1月
　今月は 「カワセミ」 の話。

カワセミは当センターでも身

近に見られる鳥さんの一人で

す。 その色彩の美しさは、 野

鳥ファンだけでなく、 誰でも

見たら感激することでしょう。

そのカワセミの体の色につい

てのお話です。 これは聞いた

話。 カワセミのあの特徴ある

体の色、 単に美しいだけでな

く、 こういう意味もあるそう

です。 背の青色は空や水面と

同じ色、 つまり自

分の身を敵か

ら 守 る た

め。 空 の

上からカ

ワセミを狙う、 ワシやタカな

どには見つからないように。

腹の橙色は木々の枝葉と似た

ような色、 これだとエサをと

る時、 相手にバレにくい。 カ

ワセミが好んで食べる小魚な

どからしてみたら、 まさかそ

こにカワセミがいるなんて !?

という感じでしょうか。 この

話を聞いた時、 一瞬、 「なん

てよく考えられてるんだ !!」

と感動してしまいましたが、

これも生きものの

“ 進化 ” という

ものなので

しょうか？

今月のテーマ ： カワセミの色

t o p i c

漫湖の鳥かわら版 ７８

今月の野鳥データや、 鳥のちょっとしたはなし t o r i n o 、 センターの図書の中からオスス

メの一冊を紹介する m a n k o b o n など、 毎月センターがお届けする選りすぐりの話題です。

　今月おすすめの本は 『ぼく

からみると』。 勢いのあるタッ

チで描かれた夏休みのある日。

夏の昼過ぎのひょうたん池。

そこで釣りをする男の子。

その何気ない風景の中にちり

ばめられた、 かすかな生きも

のたちの姿。 ページをめくる

度に、 その生きものたちから

見た風景にどんどん変わって

いく。 そして確実に進む時間

の中で、 繰り広げられる生きも

のたちのドラマ。 最後にはハッ

とさせられる結末が…。

『ぼくからみると』

高木任 三郎 ぶん　片山 健 え

福音館書店　　\８３８ （税抜き）



〒 901-0241
沖縄県豊 見城市 字 豊見城  982
TEL  098-840-5121   FAX  098-840-5118
http://www.geocities.jp/manko_mizudori/
●開館時間：AM9:00 ～ PM5:00 　　●入館料：無料
●休館日：毎週月曜日（※祝日の場合は翌日になります。）
               慰霊の日（6/23)、年末年始 (12/29 ～ 1/3)
※団体利用の場合は事前にお問い合わせの上、お申込みください。
※幼児のみの入館はお断りしております。

湖 水 鳥 ・ 湿 地 セ ン タ ー

月の団体利用

学校

その他 その他

地域

今月のセンターのようす

入館者状況

一般入館者 ： 　　　 755 名

団体利用者 ： 　       169 名

今月の合計 ：        924 名　

累計　　　 ：   127,61 4 名

３月のイベント情報N e w s

自然講座

「マングローブ染め　エコバッグをつくろう 」

日　時 ： ２０１０年 3月 14 日 （日）　

        ① 9 ： 30 ～ 12 ： 00　② 13:30 ～ 16:00

対　象 ： 小学生以上 （保護者同伴になります。）　　

定　員 ： 各 30 名

持ち物 ： タオル、 エプロン、 飲み物、 筆記用具

参加費 ： ６００円 （※材料費、 保険料を含む）

講　師 ： 並河　善知 さん　（藍染なみかわ）

受　付 ： 2 月 23 日 （火） ～

　※定員に達し次第締め切りとさせていただきます。

生物多様性年特別企画

「 未来の過去へタイムスリップ 」 
　　　　　 期間 ： 2 月 7 日 （日） ～ 4 月末まで

題１５回

「チュラカーギ作戦」

日　時 ： ２０１０年 3月 28 日 （土）　10:00 ～

場　所 ： 漫湖水鳥 ・ 湿地センター

主　催 ： 漫湖自然環境保全連絡協議会運営委員会

内　容 ： 木道での観察会や漫湖周辺での観察会

　　　　および清掃活動など

　

※詳しい内容等については現在調整中です。

　お問い合わせは、 漫湖水鳥 ・ 湿地センターまで。

伊良波中学校

浦和工業高校

豊見城市

東京都

那覇市

豊見城市

埼玉県

豊見城市豊寿大学

東京都立川市議会議員

県立博物館友の会

１

漫

今年は生物多様性年。 ここ

漫湖水鳥 ・湿地センターで

もそれに合わせた特別企画

を行ないます。 内容は、 み

んなで一つの作品を作り上

げること。 昔から今をつな

ぐ、 大きな漫湖のハーリー

船。 そこにそれぞれの思い

で、 漫湖で発見した生きも

のや、 漫湖にまつわる思い

出や願い事を張り付けてい

きます。 参加は自由。 みん

なの思いがたくさん詰まっ

た、 素敵なハーリー船を作

りましょう !! 参加したい方

は、 ぜひ漫湖水鳥 ・湿地セ

ンターまでお越しください。




